
冬休みシーズンに海外に渡航・滞在される方へ（注意喚起） 

令和元年１２月１７日 

在シンガポール日本国大使館 

 

冬季休暇を利用して外出や旅行を計画されている方も多いと思いますが， 

日本人が数多く渡航する欧米やアジアをはじめ世界中でテロ事件が発生してい

ます。テロは単独犯によるものや，一般市民が多く集まる場所（ソフトターゲ

ット）を標的としたものなど様々で，発生の予測や未然防止が困難です。 

特に観光客が多数訪れる観光地では，観光名所やイベント等に集まる不特定

多数の群衆を標的としたテロ等の発生が懸念されます。皆様におかれまして

は，以下に挙げる安全対策を参考に安全で快適な休暇をお過ごしください。 

 

１，【安全な海外旅行のための心得】 

 

● 現地の法律を守り，風俗や習慣を尊重すること。 

当然のことですが，旅行先では，その国の法律に従って行動しなければな

りません。各国の法律は，その国にある宗教や文化等と密接に繋がってい

るため，日本では比較的軽い犯罪と見なされる行為であっても，国によっ

ては信じ難いほど重い犯罪となることもあります。旅行中は常に滞在国の

法律を守り，風俗や習慣に配慮した行動をとるよう心がけましょう。 

特に薬物犯罪については，近年，多くの国が取締りを強化しています。死

刑を含めた厳罰でのぞむ国も珍しくありません。実際，日本人が旅行中に

軽い気持ちで薬物に手を出し，または，知人からの依頼を断りきれず「運

び屋」となったことでその後の人生を台無しにするほどの重い刑罰を科せ

られた例もあります。 

 

●危険な場所には近づかないこと，夜間の外出は控えること。 

一見，安全と思われる国・地域でも特定の場所や時間帯では，危険な場合

があります。事前に渡航先の犯罪多発地域をチェックしておき，そうした

場所には近づかないことが大切です。また，不案内な外国では，夜間の外

出には様々なトラブルがつきものです。特に夜間に少人数で外出すること

は，場所を問わず控えることをおすすめします。 

 

 



●多額の現金，貴重品は持ち歩かないこと。 

一般に，日本人観光客はお金持ちで不用心という印象が流布しています。

路上や観光スポットで日本人をターゲットにしたスリや置き引きが各地で

多発しています。犯罪者に目を付けられないためには，ひと目で旅行者と

分かる身なりは避け，万が一犯罪に遭遇しても最小限の被害ですむよう，

外出時には多額の現金や貴重品は持ち歩かないようにしましょう。 

 

●見知らぬ人を安易に信用しないこと。 

日本人は外国では詐欺の格好のターゲットとされやすいです。特に個人で

旅行をする若年者が，見知らぬ人から自宅に誘われたり，飲食物をすすめ

られ，「いかさま賭博詐欺」や「睡眠薬強盗」の被害に遭った例は少なく

ありません。見知らぬ人から親しげに声をかけられても，安易に信用する

ことは禁物です。 

 

●犯罪被害に遭ったら： 命が一番大事。 

海外では，犯罪の多くに凶器が使用されています。また，犯罪者はグルー

プで犯行に及ぶことが多く，一見単独行動に見えても近くに仲間がいるこ

とがあります。万一，強盗等に遭った際に，犯人の要求に抵抗し犯人を刺

激すると，凶器による暴行を引き起こす可能性が高まるため，生命の安全

を第一に考え，犯人の要求に抵抗しない態度を示すことが必要です。盗ら

れたものはまた購入することができ，パスポートも再発行が可能ですの

で，命を第一に考えて行動しましょう。 

 

２．【「海外安全ホームページ」等で旅行先の最新の安全情報を事前

に入手】 

 

外務省が発出する海外安全情報及び報道等により，治安情勢等，渡航・滞在

先について最新の関連情報の入手に努めてください。 

 

■外務省海外安全ホームページ 

https://www.anzen.mofa.go.jp/ 

■スマートフォン用 海外安全アプリ 

https://www.anzen.mofa.go.jp/c_info/oshirase_kaian_app.html 

 

https://www.anzen.mofa.go.jp/
https://www.anzen.mofa.go.jp/c_info/oshirase_kaian_app.html


３．【連絡先を家族に伝える，「たびレジ」に登録する】 

 

海外や当館管轄地外への旅行の前には，万一に備え，家族や友人，職場等に

日程や渡航先での連絡先を伝えてください。 

また，出発前に外務省海外旅行登録「たびレジ」に必ず登録しましょう。最

新の海外安全情報を日本語のメールで受信できます。また，緊急時の連絡，安

否確認，支援が受けられます。 

 

■「たびレジ」（３か月未満の渡航の方） 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/index.html  

 

４．【海外安全 虎の巻～海外旅行のトラブル回避マニュアル～】 

 

 このマニュアルは，海外で発生する様々なトラブル，それらに巻き込まれな

いためのポイントやトラブルに遭った場合の対処法を紹介するものです。渡航

前，渡航中に是非お読みいただき，安全対策にお役立て下さい。 

 

■「海外安全 虎の巻～海外旅行のトラブル回避マニュアル～」 

https://www.anzen.mofa.go.jp/pamph/pdf/toranomaki.pdf 

 

５．【ゴルゴ１３の中堅・中小企業向け海外安全対策マニュアル】 

 

外務省では，２０１６年７月のダッカ襲撃テロ事件を踏まえ，中堅・中小企

業の安全対策の強化を重視し，「ゴルゴ１３の中堅・中小企業向け海外安全対

策マニュアル」を制作しました。外務省海外安全ホームページに掲載（全１３

話）されておりますので，皆様の安全対策の参考としてご活用ください。ま

た，平成３０年４月より同ホームページにて動画版の配信を開始しました。 

 

■「ゴルゴ１３の中堅・中小企業向け海外安全対策マニュアル」

http://www.anzen.mofa.go.jp/anzen_info/golgo13xgaimusho.html 

 

 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/index.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/pamph/pdf/toranomaki.pdf
http://www.anzen.mofa.go.jp/anzen_info/golgo13xgaimusho.html


６．【テロ等への注意】  

 

現地でテロの標的となりやすい場所を訪れる際には，安全確保に十分注意を

払う 

観光施設，公共交通機関，宿泊施設，レストラン，リゾート施設，繁華街，イ

ベント会場，複合商業施設，野外マーケット，市場，大学等，宗教施設，政

府・軍・警察関係施設，欧米関連施設等はテロの標的となりやすい場所です。

このような場所を訪れる際には，予め非常口等の避難経路を確認しておき，周

囲の状況に注意を払い，不審な人物や状況を察知したら速やかにその場を離れ

る，できるだけ滞在時間を短くする等の注意に加え，その場の状況に応じた安

全確保に十分注意を払ってください。 

 

（１）テロ等の脅威 

 日本人が数多く渡航する欧米やアジアをはじめ世界中でテロ事件が発生して

います。テロは単独犯によるものや，一般市民が多く集まる場所（ソフトター

ゲット）を標的としたものなど様々で，発生の予測や未然防止が困難です。 

 

（２）テロ等に関する安全対策 

 

※被害の予防策 

●外務省が発出する海外安全情報，領事メール及び現地報道等により，最新の

治安情報等を入手する。 

●以下の場所はテロの標的となりやすいので，できるだけ滞在時間を短くす

る。 

 観光施設，公共交通機関，宿泊施設，レストラン，リゾート施設，繁華街，

イベント会場，複合商業施設，野外マーケット，市場，大学等，宗教施設，政

府・軍・警察関係施設，欧米関連施設等 

●常に周囲の状況に注意を払う。 

●不審な人物や状況を察知したら速やかにその場を離れるなど，必要な安全確

保に努める。 

●現地当局の指示があればそれに従う。 

●不測の事態に備え，訪問先の出入口や非常口，避難経路，隠れられる場所等

についてあらかじめ確認する。 

 

※事件形態別の注意事項 



 

●【車両突入の場合】 

 ガードレールや街灯などの遮へい物がない歩道では，できるだけ道路側では

なく建物側を歩く。 

 

●【コンサート会場，スポーツの競技場等の閉鎖空間】 

 ○会場には早めに入り，終了後はある程度時間を置いてから退出するなど，

人混みを避けるように努める。 

 ○パニック状態となった群衆の中では負傷するおそれが高まるので，冷静さ

を保つ。 

 

●【爆弾，銃撃等に遭遇した場合】 

 ○その場に伏せる。あるいは頑丈なものの陰に隠れる。 

 ○周囲を確認し，可能であれば銃撃音等から遠ざかり，速やかに，低い姿勢

を保ちつつ安全なところに退避する。出入口に殺到して将棋倒しなどの二次被

害に遭わないようにする。 

（「ゴルゴ１３の中堅・中小企業向け海外安全対策マニュアル」

（https://www.anzen.mofa.go.jp/anzen_info/golgo13xgaimusho.html ）も参

照してください。） 

 

７．【犯罪等の一般的な安全対策】 

 

 海外でトラブルに巻き込まれないよう，渡航先の法制度，文化，風俗・習慣

等の多くが日本とは異なることを強く意識して下さい。 

 万が一事件・事故等に遭遇した場合には，現地警察等の指示に従い，安全な

状況が確保できたら現地の日本国大使館・総領事館等にも報告してください。 

 

（１）基本的な防犯対策 

 ●多額の現金や貴重品を持ち歩かない，人前で見せない。 

 ●目立たない行動や服装を心がける。 

 ●人通りの少ない場所や，夜間の一人歩きは避ける。 

 ●生命と身体の安全を最優先する。強盗に遭っても，相手が武器を持ってい  

ることを想定し，抵抗しない。 

 ●営業許可を得ていない，いわゆる「白タク」の利用は避け，正規のタクシ  

ーを利用する。 

https://www.anzen.mofa.go.jp/anzen_info/golgo13xgaimusho.html


 ●見知らぬ人の誘いに乗らない。（いかさま賭博，「ぼったくり」等の被害に 

 遭う可能性もある。日本語で話しかける，日本人の知り合いがいるなどと

言って安心させる等巧妙な手口に注意が必要。） 

●見知らぬ人に勧められた飲食物を安易に口にしない。睡眠薬強盗（睡眠薬

を入れた飲食物を勧められ，意識を失っている間に所持品を奪われる）に

注意が必要。 

●過度な飲酒は控える。 

●現地の風俗・習慣に配慮する。日本人同士で集団になって騒ぐ等，現地の

人々の反感を買う行為は慎む。 

 

（２）麻薬等違法薬物犯罪に関する注意 

 麻薬等違法薬物犯罪について，外国人にも死刑や終身刑等を科す国もありま

す。絶対に関わらないで下さい。また，本人に悟らせずに「運び屋」として利

用する手口もあるので，よく知らない人物から，「荷物を預かって行って欲し

い」などの依頼を受けた場合は，はっきりと断ってください。 

 

（３）女性への性的暴行に対する注意 

 近年，海外で日本人女性が性的暴行の被害に遭う事例が発生しています。言

葉が通じにくいことや，海外における日本女性への偏った思い込みから，外国

人男性から強引なアプローチを受けやすいと言われています。上記（１）に加

えて，以下の点にも十分に注意してください。 

 ●過度な肌の露出を避ける。 

 ●よく知らない人からの執拗な誘いは毅然と断る。 

 

（４）立入り制限区域及び写真・ビデオ撮影の制限等について 

 多くの国や地域では，政府関係施設や軍事施設，宗教施設等の立入りが制限

されるなど厳しい情報管理がしかれています。また，これらの場所の周辺では

写真・ビデオ撮影が禁止されている場合が多く，撮影した場合はカメラ等が没

収されるほか，逮捕・拘束されるおそれがあります。撮影の前には，必ず現場

の係員や現地の人々等に撮影の可否を確認してください。 

 

（５）旅券（パスポート）の管理及び携行義務について  

 パスポートは紛失や盗難に遭わないよう十分に注意して下さい。万が一紛

失・盗難に遭った場合は，直ちに現地の警察に紛失届あるいは被害届を提出し

て，いずれかの写し又は紛失・被害証明を入手し，日本国大使館又は総領事館

の領事窓口までご連絡ください。 



 多くの国や地域では，外国人はパスポートを常時携行することが法律で義務

付けられています。違反すると罰金等を科されることもありますので注意して

ください。 

また，最近当館に対し，空港内や機内で旅券を紛失したため「当地へ入国で

きないので何とかして欲しい」との相談をいただきますが，どこの国でも，入

国には旅券が必要であり，旅券がなければ出発地に戻されることになります。

旅券を紛失しないように管理の徹底をお願いします。当地に於いて旅券を紛失

する方の多くは，レストランでの食事後や買い物をした後等に気がついたら無

くなっていたとの事案が報告されています。      

 当地のみならず渡航先においても食事中や買い物の後には必ず鞄に入れたか

等を確認するようお願いします。 

 

（６）海外旅行保険 

 病気や怪我をして，他国や日本への緊急移送が必要となる場合もあります。

また，保険に入っていないと，時には数千万円にものぼる高額な医療費・移送

費を全て自己負担しなければなりません。万が一に備え，十分な補償内容の海

外旅行保険に加入して下さい。 

 

８．【感染症に関する安全対策】 

  

日本では馴染みがない感染症が多く発生していますので，海外安全ホームペ

ージで渡航先の感染症関連情報を確認して必要な対策を取ってください。 

 

 また，厚生労働省からの情報や，農林水産省の検疫に関する案内もご参照く

ださい。 

■厚生労働省検疫所ホームページ：海外へ渡航される皆さまへ！ 

  https://www.forth.go.jp/news/20181119.html  

■動物検疫所ホームページ：家畜の伝染性疾病の侵入を防止するために ～海

外へ旅行される方へのお願い～   

http://www.maff.go.jp/aqs/topix/mizugiwa.html 

 

９．【旅券の残存期間に関する注意喚起】 

 

近隣アジア諸国においても，当地同様旅券の残存期限が 6ヶ月を必要として

https://www.forth.go.jp/news/20181119.html　
http://www.maff.go.jp/aqs/topix/mizugiwa.html


いる国があります。 

フランスやドイツなどの欧州のシェンゲン領域国についても，シェンゲン領

域国からの出国予定日から旅券の有効期限が 3ヶ月の残存期限が必要となって

おります。  

ご旅行前に渡航先国の入国条件（ビザが必要か否か，旅券の残存期間を定め

ていないかなど）を旅行会社，我が国在外公館やシンガポールに駐在する各国

大使館等にご確認ください。 

 

10．【在留届の提出励行（外務省ＨＰで登録できます）】 

 

当館では，在留届を元に在留邦人調査数を実施していますが，その他にも緊

急事態発生時や海外安全情報の「広域情報」や「スポット情報」等の大使館か

らのお知らせ（領事メール）を送付する際に利用しています。 

また，大使館からの連絡方法は、領事メールの他にＳＭＳもあります。 

（ＳＭＳについては、緊急事態発生時の安否確認を実施するため等に使用す

るので、通常は使用しません。しかし，緊急実態発生時には在留届に登録され

ている携帯電話番号を元にＳＭＳを送付しますので，携帯電話番号を登録され

ていない方は登録をお願いします。） 

 

■在留届（３か月以上滞在される方） 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/index.html 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/index.html

